
国宝高松塚古墳壁画仮設修理施設の設計概要について

１．本施設の設計に関する経緯

・本施設は 「国宝高松塚古墳壁画恒久保存対策検討会」で決定された保存方針に、

、 。基づき 壁画の修理及び保存処理を行う仮設修理施設として整備する施設である

・本施設の設計に当たっては、壁画の修復・保存に関する専門家からヒヤリングを

行った結果に基づき設計作業を実施した。

２．施設の概要

・建設予定地 奈良県高市郡明日香村大字平田５３８ 国営飛鳥歴史公園内

・地域指定等 市街化調整区域、都市計画公園、風致地区、歴史的風土保存地区

・構造階数等 鉄骨造 平屋建て 建物高さ９．８ｍ

・建物面積 約４９０㎡

、 、 、 、 、 、・主要諸室 修理作業室 調査機器室 準備室 搬出入室 休憩室 見学通路

機械室

３．設計上の特徴

○ 建物配置、外観

・本建物の位置は、既存の公園事務所の隣接地となることから、公園の景観への影

響を押さえ既存建物との調和を図るため、建物の向きや屋根の形状を統一する。

・建物の外部仕上げは、原則として既存建物と同じものを使用することとし、屋根

瓦や外壁の色調も統一する。

○ 修理作業諸室の室内環境

・安定した作業環境を確保するため、温度と湿度を一定に保つ高度な空調設備を設

。 、 、 、置する 具体的には 修理作業室 調査機器室及び準備室を高度空調エリアとし

周囲に空調された空気層を持つ二重壁による「魔法瓶構造」とする。

・修理作業諸室内の温度は、夏季２０～２６℃、冬季１６～２１℃とし、湿度は年

間を通して４５～６５％とする。

・照明設備については、床上１ｍで照度７５０ルックスを確保するとともに、紫外

線を出さずに、かつ壁画の色調が自然に見えるよう特殊な照明を採用する。

・非常に重い石板を移動させる必要があるため、床には段差を設けない。



○ 耐震対策、防犯対策

・本施設の重要性を踏まえ 「官庁施設の総合耐震計画基準」における最上位のⅠ、

類に相当する耐震性能を確保する （具体的には、建築構造設計に当たり，一般。

官庁施設に比べ耐震強度を１．５倍に割り増し ）。

・防犯対策として、外部に面する開口部を最小限とし、窓には防犯ガラス(フィル

ム入りの合わせガラス)を採用。さらに、屋内外確認用のカメラを設置する。

○ 壁画公開への配慮

・修理の進捗状況に応じて適宜行う予定の公開に対応するため、建物内部において

は、壁画が見学できるよう専用の通路と観察窓を設置する。

・来場者を混乱なく誘導できるよう修理作業者と見学者の動線を分離するととも

に、庭園部分を含めた動線を仮に設定する。

[ 参 考 ]

・工事契約方式(予定) 建 築 工 事 ： 一般競争入札、総合評価落札方式

電気設備工事 ： 一般競争入札、入札時ＶＥ方式

機械設備工事 ： 一般競争入札、入札時ＶＥ方式

・今後の日程(予定) 平成１８年７月上旬 一般競争入札の公告

同 ８月下旬 入札、着工

平成１９年３月中旬 工事完成
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